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夏は子育て真っ最中。捕らえた獲物の向きを前後にして、雛の元へまっしぐら。 

ママ、来て！ 

獲物は水中。、水の芸術品を見せてくれる。       飛びこむときは、水に激突する感じ。 

スズメはあまり多くない、     長い尾が綺麗なブルーのオナガ   アオゲラもここの住人。 

幼鳥の嘴に押し込んだり、引き離したり。この間約 3 分間、餌を捕るのは楽ではないことを教える。 

左幼鳥 右親鳥 やっと、渡した。 
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飛び上がるの下嘴が赤い雌、なぜか秋になると見かけなくなる。    逆光、透ける翼が美しい。 

今年はセミが少ない印象  カワセミの活動は相変わらず。幼鳥は狩りの練習に精を出す 

藁は練習用 

藁わないでね 

カワセミは静と動を使い分ける。一瞬で飛び出す。      そして、飛び回る 

新型カメラだから撮れた瞬間。   縄張りでは、魚食べて、ザリガニ食べて、食べ物が豊富、満足。 
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躍動するカワセミ。成長した幼鳥。腹、脚の色が鮮やかになってくる。 

アオサギ 枝にとまるオナガ いずれも留鳥  

珍しいイソシギ 

昆虫たちも、公園の住人 キタキチョウは萩の蜜が大好き。      秋の始まり 赤トンボ 

秋口は、縄張り争いバトルの季節、追い出し成功で雄たけび。頭を低くして睨むのは威嚇のポーズ 
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たまには木の上で一休み。                    頭を垂れる稲、なぜか安心する 

水が作る形は実に様々。カメラが撮ってくれる。 

カワセミは静止している時間が圧倒的に長い。 

カワセミの生活は、水との格闘の連続、生きていくのは楽ではない 


